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本
稿
は
、
宮
中
か
ら
華
族
女
学
校
の
学
監
・
教
授
に
転
身
し
た
遍
歴
か

ら
、
さ
ら
に
欧
米
視
察
を
も
体
験
し
、
女
子
教
育
の
進
展
に
生
涯
を
捧
げ
た

下
田
歌
子
と
音
楽
教
育
と
の
関
係
を
、
音
楽
教
育
の
変
革
の
時
代
背
景
と
重

ね
合
わ
せ
考
察
す
る
試
み
で
あ
る
。
下
田
歌
子
の
音
楽
教
育
を
本
格
的
に
論

究
し
た
先
行
研
究
は
い
ま
だ
な
か
っ
た
。
下
田
は
音
楽
家
で
は
な
か
っ
た
の

で
、
こ
れ
ま
で
音
楽
教
育
と
い
う
観
点
か
ら
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
も

当
然
で
は
あ
る
が
、
注
目
に
値
す
る
音
楽
教
育
の
実
践
が
残
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

激
動
の
明
治
時
代
、
国
家
を
あ
げ
て
近
代
化
が
進
め
ら
れ
た
。
近
代
化
と

は
根
本
的
に
は
西
欧
化
と
同
義
で
あ
っ
た
が
、
西
欧
に
範
に
求
め
つ
つ
、
暗

中
模
索
の
中
か
ら
、
日
本
固
有
の
近
代
教
育
が
構
築
さ
れ
て
い
っ
た
。

先
ず
一
八
七
二（
明
治
五
）年
八
月
に
発
布
さ
れ
た「
学
制
」は
、「
全
国
各

地
ニ
大
学
校 

中
学
校
小
学
校
ヲ
設
置 

身
分
性
別
ニ
区
別
無
ク 

国
民
皆

学
ヲ
目
指
ス
」
と
あ
る
よ
う
に
、
教
育
に
お
け
る
四
民
平
等
と
国
民
皆
学
を

目
指
す
高
い
志
を
基
盤
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
音
楽
教
育
に
関

し
て
は
教
科
と
し
て
掲
げ
た
、「
小
学
校
ニ 

唱
歌 

中
学
校
ニ 

奏
楽
」

は
、「
但
シ 

当
分
コ
レ
を
カ
ク
」
と
い
う
状
況
に
あ
り
、
た
だ
ち
に
指
導

者
が
音
楽
教
育
に
当
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
教
科
書
（
楽
譜
）
を
準
備

す
る
こ
と
も
、
楽
器
の
配
備
も
整
っ
て
は
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

実
際
に
は
、「
学
制
」か
ら
七
年
を
経
た
一
八
七
九（
明
治
十
二
）年「
音
楽

取
調
掛
」が
創
設
さ
れ
た
こ
と
で
、
よ
う
や
く
黎
明
期
を
迎
え
た
と
い
え
る
。

そ
の『
音
楽
取
調
掛
ニ
付
見
込
書
』に
は「
わ
が
国
の
学
校
音
楽
教
育
は
、
洋

楽
・
邦
楽
の
い
ず
れ
に
も
偏
す
る
こ
と
な
く
こ
れ
ら
の
長
所
を
折
衷
し
た
、

わ
が
国
独
自
の
も
の
と
す
べ
き
で
あ
る
」
と
の
趣
旨
が
述
べ
ら
れ
、「
新
生

明
治
日
本
に
ふ
さ
わ
し
い
国
楽
の
創
造
」
を
前
提
と
し
て
の
創
設
で
あ
る
と

宣
言
さ
れ
て
い
る
。
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そ
の
後
、
一
八
八
六
（
明
治
十
九
）
年
「
諸
学
校
令
」
の
公
布
と
と
も
に
和

洋
折
衷
の
音
楽
教
育
も
発
展
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
ま
さ
に
こ
の

年
、
下
田
歌
子
は
「
華
族
女
学
校
」
に
お
い
て
、
近
代
的
な
女
子
教
育
の
責

を
担
う
こ
と
に
な
る
。

下
田
に
と
っ
て
、
音
楽
教
育
は
、
そ
の
一
歩
を
踏
み
出
し
た
ば
か
り
の
新

し
い
女
子
教
育
の
現
場
に
、
積
極
的
に
導
入
を
図
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。

近
代
化
を
具
現
化
す
る
た
め
の
一
つ
の
重
要
な
教
育
手
段
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

も
と
も
と
は
平
安
時
代
の
宮
中
祭
祀
の
音
楽
で
あ
っ
た
雅
楽
が
大
改
革
さ

れ
、
一
八
七
〇
（
明
治
三
）
年
太
政
管
内
に
雅
楽
局
が
置
か
れ
た
。
そ
の
後

改
称
し
た
式
部
寮
雅
楽
課（
一
八
七
一
年
官
制
改
革
）は
、
一
八
七
四（
明
治

七
）
年
か
ら
は
西
洋
の
管
弦
楽
も
兼
修
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（
西
洋
音
楽
伝

習
通
達
）。
そ
し
て
「
音
楽
取
調
掛
」
が
創
設
さ
れ
た
が
、
こ
の
頃
は
す
で
に

洋
楽
演
奏
が
恒
常
化
し
て
い
た
。
は
じ
め
に
「
音
楽
取
調
掛
」
が
目
指
し
た

和
洋
折
衷
の
唱
歌
教
育
も
、
洋
楽
色
が
濃
く
な
り
、
や
が
て
は
一
九
一
〇

（
明
治
四
十
三
）
年
五
月
「
文
部
省
唱
歌
」（
尋
常
小
学
唱
歌
）
が
発
刊
さ
れ
る

に
至
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
音
楽
教
育
の
発
展
期
に
、
下
田
歌
子
は
「
菅
公
唱
歌
」・「
晩

秋
」・「
臥
龍
岡
」・「
征
露
の
歌
（
三
曲
）」
な
ど
多
く
の
唱
歌
を
自
身
で
作
詞

し
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
従
来
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
作
曲
者

の
多
く
が
、
雅
楽
局
の
「
伶
人
」
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
下
田
の
他
な
ら
ぬ
宮

中
出
仕
の
経
験
と
人
脈
が
活
か
さ
れ
た
結
果
と
し
て
再
評
価
す
べ
き
で
は
な

い
か
。
実
践
女
子
専
門
学
校
・
実
践
高
等
女
学
校
・
実
践
第
二
高
等
女
学
校

3

の
『
唱
歌
帳
』
も
残
さ
れ
て
お
り
、
本
学
の
唱
歌
教
育
が
い
か
な
る
水
準
に

あ
っ
た
の
か
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、こ
う
し
た
音
楽
教
育
は
広
く
、

身
体
づ
く
り
の
体
育
教
育
と
深
く
結
び
つ
き
な
が
ら
発
展
し
て
い
く
こ
と
に

な
り
、
近
代
女
子
教
育
の
一
つ
の
特
徴
と
も
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

2

西
欧
化
を
目
指
す
明
治
政
府
は
、
特
に
そ
の
初
期
に
お
い
て
、
多
く
の
外

国
人
を
日
本
に
招
聘
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
「
御
雇
外
国

人
」と
い
わ
れ
る
人
々
で
あ
る
。
そ
の
ピ
ー
ク
は
一
八
七
四
・
七
五（
明
治
七
・

八
）年
で
、
五
百
人
を
優
に
超
え
て
い
た
。

一
方
で
、
西
欧
文
明
全
体
を
極
め
て
短
期
間
に
貪
欲
に
受
容
し
、
導
入
せ

し
め
よ
う
と
し
た
政
府
は
、
後
述
す
る
伊
澤
修
二
の
よ
う
に
多
く
の
日
本
人

を
留
学
さ
せ
て
も
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
御
雇
外
国
人
を
最
も
多
く
雇
用

し
た
の
が
、
時
の
文
部
省
と
工
部
省
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
緊
急
に
国
内
に

西
欧
の
学
術
知
識
や
技
術
を
導
入
す
る
必
要
が
あ
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
。
こ

れ
に
連
動
し
て
、
民
間
で
も
外
国
人
を
採
用
し
、
一
八
七
四
（
明
治
七
）
年

に
は
百
人
余
り
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
積
極
的
に
迎
え
入
れ
た
結
果
、
明
治

二
十
（
一
八
八
七
～ 

）
年
代
に
は
五
百
人
を
超
え
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、

各
分
野
に
お
い
て
優
良
な
先
端
技
術
と
知
識
を
導
入
す
る
と
い
う
目
的
意
識

の
高
さ
を
如
実
に
示
し
て
い
る
の
だ
が
、
実
際
彼
ら
が
も
た
ら
し
た
文
化
や

技
術
は
、
結
果
と
し
て
日
本
の
西
欧
化
・
近
代
化
を
急
速
に
お
し
進
め
、
新

た
な
近
代
化
の
道
を
定
着
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
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さ
て
先
述
し
た
よ
う
に
、
一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
八
月
に
発
布
さ
れ
た

「
学
制
」
は
、「
全
国
各
地
ニ
大
学
校 

中
学
校
小
学
校
ヲ
設
置 

身
分
性
別

ニ
区
別
無
ク 
国
民
皆
学
ヲ
目
指
ス
」
と
す
る
高
い
志
を
基
盤
と
し
た
画
期

的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
特
に
「
性
別
に
区
別
な
く
」
と
し
た
こ
と
は
、
女
子

に
も
教
育
の
機
会
均
等
を
開
い
た
、
正
し
く
近
代
の
幕
開
け
を
宣
言
す
る
学

校
制
度
の
公
布
で
あ
っ
た
。

こ
の
学
制
で
掲
げ
ら
れ
た
科
目
は
、
下
等
小
学
教
科
が
十
四
教
科（
綴
字
、

習
字
、
単
語
、
会
話
、
読
本
、
修
身
、
書
牘
、
文
法
、
算
術
、
養
生
法
、
地

学
大
意
、
窮
理
学
大
意
、
体
術
、
唱
歌
）、
下
等
中
学
教
科
が
十
九
教
科（
国

語
学
、
算
術
、
習
字
、
地
学
、
史
学
、
外
国
語
学
、
窮
理
学
、
図
画
、
古
言

学
、
幾
何
学
、
代
数
学
、
記
簿
法
、
博
物
学
、
化
学
、
修
身
学
、
生
理
学
、

政
体
大
意
、
国
勢
学
大
意
、
奏
楽
）
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
う
ち
の
音

楽
に
関
す
る
教
科
に
つ
い
て
は
、

下
等
小
学
教
科「
十
四 

唱
歌 

当
分
之
ヲ
欠
ク
」

下
等
中
学
教
科「
十
九 

奏
楽 

当
分
缺
ク
」

と
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、「
音
楽
」
と
い
う
教
科
を
一
体
ど
の
よ
う
に
扱
い
、

こ
れ
を
教
育
現
場
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
展
開
す
べ
き
な
の
か
、
皆
目
見

当
が
つ
か
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
現
実
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
繰
り
返

す
が
、
そ
れ
は
、
音
楽
教
育
が
で
き
る
環
境
が
ま
っ
た
く
整
備
で
き
て
い
な

か
っ
た
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
教
科
書（
楽
譜
）、
西
洋
楽
器
、
指
導
者
の
全

て
を
欠
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
一
八
七
八
（
明
治
十
一
）
年
四
月
八
日
付
で
文

部
大
輔
田
中
不
二
麿
に
音
楽
取
調
事
業
の
必
要
性
を
述
べ
た
上
申
書
（「
学

5

6

校
唱
歌
ニ
用
フ
ベ
キ
音
楽
取
調
ノ
事
業
ニ
着
手
ス
ベ
キ
見
込
書
」）
を
提
出

し
た
の
は
、
留
学
生
監
督
官
目
賀
田
種
太
郎
（
旧
幕
臣
）
と
米
留
学
中
の
伊

澤
修
二（
旧
信
州
高
遠
藩
士
）で
あ
っ
た
。

3

一
八
七
九
（
明
治
十
二
）
年
九
月
に
は
、
更
な
る
教
育
改
革
が
行
わ
れ
た
。

学
制
が
廃
止
さ
れ
て
、
文
部
大
輔
田
中
不
二
麿
と
御
雇
外
国
人
の
一
人
、
文

部
省
学
監
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
マ
レ
ー
（D

avid M
urray, 1830–1905

）
に

よ
る「
教
育
令
」が
制
定
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
公
布
の
同
年
十
月
に「
音
楽

取
調
掛
」が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

伊
澤
は
、
一
八
七
八（
明
治
十
一
）年
五
月
に
帰
国
し
、
明
く
る
年「
音
楽

取
調
御
用
掛
（
掛
長
）」
に
任
命
さ
れ
る
。
そ
の
際
、
文
部
卿
寺
島
宗
則
に
宛

て
て「
音
楽
取
調
ニ
付
見
込
書
」を
提
出
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、

明
治
五
年 

我
省
始
テ
学
制
ヲ
全
国
に
頒
布
シ 

国
民
教
育
ノ
目
途
ヲ

一
変
セ
シ
ヨ
リ
今
日
ニ
至
ル
マ
デ 

何
レ
ノ
地
方
ヲ
論
ゼ
ズ 

其
教
則

中 

皆
唱
歌
ヲ
以
テ
普
通
学
科
ノ
一
ニ
列
ス
ト
雖
も 

実
際
ニ
就
テ
之

ヲ
察
ス
レ
バ 

未
一
モ
行
レ
シ
ノ
例
ア
ル
ヲ
聞
カ
ズ 

是 

該
科
ノ
障

礙
ア
ル
ガ
故
に 

今
日
マ
デ
之
を
実
施
ス
ル
ヲ
得
ザ
リ
シ
ノ
ミ

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
棚
上
げ
に
な
っ
て
い
た
近
代
化
の
た
め
の
音
楽
教

育
の
準
備
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

一
方
で
、
平
安
時
代
以
来
の
伝
統
的
な
音
楽
は
、
そ
も
そ
も
宮
中
祭
祀
の

た
め
の
も
の
で
あ
り
、
堂
上
公
家
や
楽
師
の
家
伝
（
あ
る
い
は
口
伝
）、
秘

7

8

9

10
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曲
と
す
る
伝
承
が
慣
例
で
あ
っ
た
が
、
一
八
七
〇
（
明
治
三
）
年
に
太
政
官

内
に
雅
楽
局
が
置
か
れ
、
楽
人
は
「
伶
人
」
と
し
て
新
政
府
の
官
員
と
な
っ

た
。
明
治
新
政
府
の
も
と
で
兵
部
省
に
軍
楽
隊
が
発
足
す
る
な
ど
し
て
、

フ
ェ
ン
ト
ン
（
英
国
軍
楽
隊
長
）
や
ダ
グ
ロ
ン
（
仏
軍
ラ
ッ
パ
教
官
）
な
ど
に

指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
和
製
洋
楽
器
に
よ
る
洋
楽
演
奏
が
恒
常
化
し
て
い 

る
。
伊
澤
修
二
は
、
洋
楽
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
、
明
治
日
本
に
ふ
さ

わ
し
い
近
代
的
な
「
国
楽
」
の
振
興
を
目
指
し
た
の
で
あ
る
。
伊
澤
自
身
が
、

か
つ
て
旧
高
遠
藩
の
歩
兵
隊
鼓
手
で
あ
っ
た
こ
と
は
伊
澤
の
考
え
方
に
少
な

か
ら
ず
影
響
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
な
お
さ
ら
興
味
深
い
。
さ
ま
ざ
ま
な

階
層
や
、
異
な
る
地
域
出
身
の
人
々
が
共
に
声
を
合
わ
せ
て
歌
う
こ
と
は
集

団
の
連
帯
感
を
高
め
、
意
識
を
共
有
す
る
に
は
極
め
て
効
果
的
で
あ
る
こ
と

を
伊
澤
自
身
は
そ
の
経
験
か
ら
知
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
近
代
化
さ
れ

た
日
本
国
民
の
新
た
な
集
団
意
識
や
国
家
意
識
の
発
動
の
装
置
と
し
て
「
国

楽
」
は
有
効
で
あ
り
、
洋
楽
は
ま
さ
に
日
本
化
し
つ
つ
「
国
楽
」
と
な
っ
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。
今
日
的
な
視
点
か
ら
す
れ
ば
、
近
代
化
、
軍
拡
化
の
た

め
の
均
質
な
労
働
力
の
確
保
も
唱
歌
の
導
入
の
目
的
に
含
ま
れ
て
い
た
で
あ

ろ
う
。

4

さ
て
、
些
か
長
く
我
が
国
の
西
欧
音
楽
の
黎
明
期
に
お
け
る
状
況
を
前
述

し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
、
い
わ
ば
和
魂
洋
才
を
目
指
し
た
音
楽
改
革
の
時
代

の
只
中
に
下
田
歌
子
は
生
き
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
。

11

早
く
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
の
英
語
の
讃
美
歌
に
日
本
語
の
歌
詞
を

当
て
は
め
る
実
験
の
後
、
明
治
十
年
代
の
初
め
に
は
七
五
調
の
定
型
が
固

ま
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
明
治
初
期
の
女
子
教
育
は
、
外
国
人
宣
教
師
が
創
設

に
関
わ
っ
た
学
校
も
含
め
て
私
立
学
校
が
そ
の
多
く
を
担
っ
て
い
た
。
前
述

し
た
と
お
り
「
音
楽
取
調
掛
」
が
一
八
七
九
（
明
治
十
二
）
年
に
発
足
し
、
翌

一
八
八
〇
（
明
治
十
三
）
年
に
は
伝
習
所
を
開
設
し
て
教
員
の
育
成
を
開
始
、

さ
ら
に
一
八
八
一
（
明
治
十
四
）
年
に
は
「
螢
の
光
」
を
含
む
最
初
の
唱
歌
教

科
書
『
小
学
唱
歌
集
』
も
刊
行
さ
れ
て
、
授
業
で
の
唱
歌
教
育
を
実
践
し
て

い
た
。

下
田
歌
子
は
「
音
楽
取
調
掛
」
が
発
足
し
た
一
八
七
九
（
明
治
十
二
）
年
に

宮
中
奉
侍
を
辞
任
、
一
八
八
〇
（
明
治
十
三
）
年
の
「
改
正
教
育
令
」
公
布
、

一
八
八
二
（
明
治
十
五
）
年
初
の
高
等
女
学
校
で
あ
る
東
京
女
子
師
範
学
校

附
属
高
等
女
学
校
設
置
の
頃
に
は
、
下
田
学
校
、
桃
夭
学
校
と
す
で
に
女
子

教
育
の
現
場
に
身
を
置
い
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

下
田
は
、
一
八
八
四
（
明
治
十
七
）
年
夫
下
田
猛
雄
と
死
別
の
後
、
そ

の
四
十
九
日
の
喪
が
明
け
る
と
す
ぐ
に
宮
内
省
御
用
掛
に
任
ぜ
ら
れ
、

一
八
八
五
（
明
治
十
八
）
年
に
は
華
族
女
学
校
開
設
に
と
も
な
い
幹
事
及
び

教
授
兼
勤
被
主
事
を
拝
命
し
て
い
る
。
唱
歌
教
育
が
開
始
さ
れ
る
も
教
員
が

不
足
し
て
い
た
た
め
「
唱
歌
伝
習
所
」
が
全
国
各
地
に
私
設
さ
れ
て
い
く
の

は
こ
の
年
で
あ
る
。

こ
れ
よ
り
遡
る
こ
と
二
年
前
の
一
八
八
三
（
明
治
十
六
）
年
に
は
、
す
で

に
御
雇
建
築
家
コ
ン
ド
ル
設
計
に
よ
る
「
鹿
鳴
館
」
が
落
成
し
て
い
た
。
そ

こ
で
は
夜
会
、
演
奏
会
、
舞
踏
会
が
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
た
。
国
策
と
し

12

13
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て
、
積
極
的
に
西
洋
音
楽
（
音
階
）
を
摂
取
し
よ
う
と
し
て
い
た
時
代
で 

あ
っ
た
。

こ
こ
で
、
下
田
が
実
施
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
音
楽
教
科
の
変
遷
を

辿
り
た
い
。
和
漢
を
中
心
と
し
た
私
塾
的
学
習
形
態
で
あ
っ
た「
桃
夭
学
校
」

の
「
学
科
課
程
表
」（
明
治
十
五
年
、
二
十
年
）
を
み
る
と
、
音
楽
に
関
す
る

教
科
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。
つ
ま
り
下
田
の
近
代
的
な
音
楽
の
摂
取
は
、
華

族
女
学
校
時
代
以
降
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
一
八
九
五
（
明
治

二
十
八
）
年
欧
米
視
察
か
ら
帰
国
後
、
常
宮
・
周
宮
内
親
王
の
小
学
教
育
を

開
始
し
た
際
に
、
そ
の
教
科
目
と
し
て
「
唱
歌
」
が
登
場
す
る
（
修
身
、
国

文
、
習
字
、
算
術
、
実
物
、
唱
歌
、
遊
戯
、
講
話
を
加
え
た
、
一
日
平
均
六

科
目
。
さ
ら
に
、
内
親
王
の
成
長
に
あ
わ
せ
て
歴
史
、
地
理
、
仏
語
、
ピ
ア

ノ（
音
楽
）な
ど
が
増
や
さ
れ
た
）。
一
八
九
九（
明
治
三
十
二
）年
に
高
等
女

学
校
令
が
公
布
さ
れ
、
そ
の
規
程
で「
音
楽
」は
学
科
目
と
な
る
が（
外
国
語
、

図
画
と
共
に
随
意
科
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
も
し
て
い
る
）
そ
れ
に
先
ん

じ
て
の
導
入
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
こ
れ
を
境
と
し
て
、
在
学
生
は
も
ち
ろ

ん
外
国
人
留
学
生
に
対
し
て
も
唱
歌
（
音
楽
）
教
育
を
行
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
や
が
て
こ
の
科
目
は
徐
々
に
設
置
さ
れ
な
く
な
る
の
で
あ
る
。

①
私
立
実
践
女
学
校
規
則（
一
八
九
九
・
明
治
三
十
二
年
）

 
 

「
音
楽
」 

毎
週
一
時
間

 
 

 

第
一
～
第
四
学
年 

唱
歌

 
 

 

第
五
学
年 

 
 

 

唱
歌
・
楽
器
用
法

②
私
立
女
子
工
芸
学
校
規
則（
一
八
九
九
・
明
治
三
十
二
年
）

 
 

「
音
楽
」な
し

15

16

③
外
国
留
学
生
規
定（
一
九
〇
八
・
明
治
四
十
一
年
）

•	

中
等
科
課
程
表「
唱
歌
」 

毎
週
二
時
間

 
 

 
 

第
一
、二
学
年 

単
音

 
 

 
 

第
三
学
年 

 
 

単
音
・
複
音
、

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

附
楽
器
使
用
法

•	

師
範
科
課
程
表「
唱
歌
」 

毎
週
二
時
間

 
 

 
 

第
一
、二
学
年 

単
音

 
 

 
 

第
三
学
年 

 
 

単
音
及
複
音

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

附
楽
器
使
用
法

•	

工
芸
師
範
科
課
程
表「
唱
歌
」

 
 

 
 

第
一
、二
学
年 

毎
週
二
時
間 

単
音

 
 

 
 

第
三
学
年 

 
 

毎
週
三
時
間 

単
音
及
複
音

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

附
楽
器
使
用
法

•	

工
芸
科
学
科
課
程
表「
唱
歌
」 

毎
週
二
時
間

 
 

 
 

第
一
学
年 

 
 

単
音

 
 

 
 

第
二
学
年 

 
 

単
音 

楽
器
使
用
法

•	

術
科
課
程
表「
唱
歌
」 

な
し

④
実
践
女
学
校
学
則（
一
九
一
一
・
明
治
四
十
四
年
）

•	

高
等
女
学
部
学
科
課
程
表「
音
楽
」 

毎
週
一
時
間

 
 

 
 

第
一
学
年 

 
 

普
通
楽
譜
法

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

基
本
教
練

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

単
音
唱
歌

 
 

 
 

第
二
学
年 

 
 

同
右
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輪
唱
歌

 
 

 
 

第
三
学
年 

 
 

同
右

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

聴
音
練
習

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

複
音
唱
歌

 
 

 
 

第
四
学
年 

 
 

同
右

 
 

 
 

第
五
学
年 

 
 

同
右

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
楽
典
和
声
ノ
階
梯

•	

家
政
専
攻
科
学
科
課
程
表「
音
楽
」 

な
し

•	

技
芸
専
攻
科
学
科
課
程
表「
音
楽
」 

な
し

•	

実
科
高
等
女
学
部
学
科
課
程
表「
音
楽
」 

な
し

•	

高
等
技
芸
部
学
科
課
程
表「
音
楽
」 
な
し

⑤
実
践
女
学
校
高
等
師
範
部
規
定（
一
九
二
一
・
大
正
十
年
）

•	

裁
縫
科
学
科
課
程
表「
音
楽
」 

な
し

•	

手
芸
科
学
科
課
程
表「
音
楽
」 

な
し

右
の
よ
う
に
、
教
科
と
し
て
の「
音
楽
」は
設
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
代
わ
っ

て
二
年
後
の
実
践
女
学
校
国
文
専
攻
科
学
科
課
程
表
・
家
政
専
攻
科
学
科

課
程
表
・
技
芸
専
攻
科
学
科
課
程
表（
一
九
二
三
・
大
正
十
二
年
）で
は「
体

操
」が
新
設
さ
れ
て
い
る
。

後
に
「
音
楽
」
が
学
科
と
し
て
設
け
ら
れ
る
の
は
、
下
田
逝
去
後
の

一
九
三
八（
昭
和
十
三
）年
で
あ
る
。

•	

実
践
女
学
校
学
科
課
程
表「
音
楽
」 

毎
週
一
時
間

 
 

 
 

第
一
学
年
、
第
二
学
年
、
第
三
学
年 

 
 

楽
典
・
歌
曲

 
 

 
 

第
四
学
年 

 
 

楽
典
・
歌
曲
・
楽
器
使
用
法

 
 

 
 

第
五
学
年 

 
 

な
し

•	

実
践
第
二
高
等
女
学
校
学
科
課
程
表「
音
楽
」 

毎
週
一
時
間

 
 

 
 

第
一
学
年
、
第
二
学
年
、
第
三
学
年 

 
 

楽
典
・
歌
曲

 
 

 
 

第
四
学
年 

 
 

な
し

し
か
し
こ
の
間
も
「
音
楽
」
を
軽
ん
じ
て
い
た
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
専

攻
の
専
門
性
に
応
じ
た
科
目
設
定
の
た
め
に
入
る
余
地
が
な
か
っ
た
と
考
え

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
実
践
女
学
校
夜
間
女
学
部
開

校
と
と
も
に
「
選
科
課
程
」
が
特
設
さ
れ
て
お
り
、
女
子
の
中
等
教
育
課
程

を
補
い
、
短
期
間
に
家
庭
婦
人
や
職
業
婦
人
の
向
上
を
促
す
意
図
で
設
け
ら

れ
た
課
程
に
は
、

 
 

科
目（
音
楽
） 

ピ
ア
ノ
科 

毎
週
六
時
間

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

（
月
・
木
・
金
・
午
後
二
時
―
四
時
）

 
 

 
 

 
 

 
  

声
楽
科 

 

毎
週
一
時
間

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 
 

（
木 

午
後
二
時
―
三
時
）

と
い
う
「
音
楽
」
科
目
も
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
今
田
絵
里

香
は
、
一
九
三
〇
年
代
の
少
女
雑
誌
や
小
説
に
音
楽
家
（
芸
術
家
）
に
な
る

こ
と
が
女
子
の
「
成
功
」（
立
身
出
世
）
を
獲
得
す
る
道
と
し
て
現
わ
れ
て

く
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
土
田
陽
子
は
、
音
楽
教
育
の
目
的
が

一
九
二
〇
年
代
と
一
九
三
〇
年
代
で
は
異
な
っ
て
い
る
と
し
て
、「
一
九
二
〇

年
代
は
女
学
生
個
人
の
情
操
教
育
を
目
的
と
し
て
い
た
が
、
一
九
三
〇
年
代

に
な
る
と
未
来
の
主
婦
・
母
と
し
て
の
役
割
の
一
つ
と
し
て
身
に
つ
け
て
お

く
べ
き
も
の
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。」
と
述
べ
る
が
、
右
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
か
ら
は
そ
の
よ
う
な
時
代
を
見
据
え
実
生
活
と
目
的
に
応
じ
た
女
子
教
育

17
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の
実
践
が
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

5

さ
て
、
一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
、
東
京
女
子
師
範
学
校
が
開
設
さ
れ
、

開
校
式
に
は
明
治
天
皇
皇
后
美
子
（
昭
憲
皇
太
后
）
が
臨
席
し
た
。
そ
の
際

「
み
か
ゝ
す
は
玉
も
か
ゝ
ミ
も
な
に
か
せ
ん 

学
ひ
の
道
も
か
く
こ
そ
有
け

れ
」（
原
文
マ
マ
）
の
御
歌
が
下
賜
さ
れ
た
。
こ
の
歌
に
一
八
七
八
（
明
治
十
一
）

年
、
式
部
寮
雅
楽
課
伶
人
東
儀
季
煕
の
譜
が
付
け
ら
れ
て
歌
わ
れ
、
こ
れ

が
最
初
の
校
歌
と
い
わ
れ
て
い
る
）。
さ
ら
に
皇
后
は
、
一
八
八
七
（
明
治

二
十
）年
三
月
華
族
女
学
校
に「
金
剛
石 

水
は
器
」の
七
五
調
の
長
歌
を
下

賜
さ
れ
、
作
曲
者
は
、
奥
好
義
（
一
八
八
六
・
明
治
十
九
年
～
一
九
〇
三
・

明
治
三
十
六
年
ま
で
華
族
女
学
校
教
授
）、
編
曲
者
は
松
島
彜（
一
九
一
二
・

大
正
元
年
～
一
九
四
六
・
昭
和
二
十
一
年
ま
で
女
子
学
習
院
教
授
）で
あ
る
。

ま
た
、
こ
れ
に
先
立
つ
一
八
八
六
（
明
治
十
九
）
年
の
皇
后
美
子
の
華
族
女

学
校
行
啓
時
に
は
、
最
初
の
音
楽
会
が
催
さ
れ
、
一
八
八
七
（
明
治
二
十
）

年
五
月
の
行
啓
で
は
下
賜
さ
れ
た
御
歌
が
奉
唱
さ
れ
て
い
る
。
下
田
歌
子
は

華
族
女
学
校
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
演
奏
を
皇
后
の
間
近
で
見
聞
し
て
い

た
と
推
定
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。

下
田
歌
子
に
と
っ
て
、
学
校
で
一
同
が
声
を
合
わ
せ
る
に
は
、
こ
の
皇
后

下
賜
の
よ
う
な
和
歌
を
そ
の
詞
と
す
べ
き
だ
と
考
え
た
の
は
む
し
ろ
自
然
の

こ
と
で
は
な
か
っ
た
か
。『
実
践
女
子
学
園
一
〇
〇
年
史
』
に
拠
る
と
、「
明

治
三
十
七
（
一
九
〇
四
）
年
七
月 

校
歌
制
定
」
と
あ
る
。
こ
の
前
年
、「
帝

19

20

21

22

23

24

国
婦
人
協
会
私
立
実
践
女
学
校
・
女
子
工
芸
学
校
」
は
東
京
市
麹
町
区
元
園

町
よ
り
渋
谷
区
常
磐
松
の
新
校
舎
に
移
転
し
て
い
る
。
こ
の
時
の
校
歌
の

歌
詞
は
、

千
代
の
と
き
は
の
松
か
げ
に

ひ
ら
く
学
び
の
窓
の
竹

君
が
恵
の
露
う
け
て

し
げ
れ
操
の
色
深
く

で
あ
っ
た
が
、
一
九
三
二（
昭
和
七
）年
十
一
月
に
は
、

と
き
は
の
松
の
下
か
げ
に

開
く
を
し
へ
の
に
は
桜

君
が
め
ぐ
み
の
露
浴
び
て

に
ほ
へ
や
し
ま
の
外
ま
で
も

と
改
詞
し
て
い
る
。『
一
〇
〇
年
史
』
は
「
良
妻
賢
母
調
を
一
変
さ
せ
、
広
く

海
外
へ
視
野
を
拡
げ
た
も
の
」
へ
と
改
詞
し
、
一
部
改
曲
し
た
も
の
と
し
て

い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
作
詞
は
下
田
自
身
で
あ
り
今
様
仕
立
の
七
五
調
で

あ
る
。
こ
の
歌
詞
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
以
前
拙
稿
で
論
じ
、
歌
人
税
所
敦

子
と
の
交
友
か
ら
そ
の
関
連
性
に
つ
い
て
も
述
べ
た
。
下
田
は
そ
の
著
作

『
女
子
自
修
文
庫 

女
子
の
文
藝
』に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

 

今
様
は
、
即
ち
、
今
體
の
調
で
あ
っ
て
、
今
樣
の
名
は
あ
る
の
で
あ

る
け
れ
ど
も
、
已
に
千
有
餘
年
前
か
ら
出
来
て
い
る
。（
中
略
）
日
本

の
謡
ひ
も
の
は
、
大
抵
、
今
樣
に
規
っ
て
出
來
る
の
で
、
後
世
の
俚
歌

俗
曲
も
、
皆
大
方
、
こ
の
體
に
因
っ
て
作
ら
れ
て
あ
る
。
而
し
て
、
今

様
は
、
八
句
四
十
八
字
の
も
の
を
本
體
と
し
て
、
夫
れ
よ
り
、
い
く
ら

25
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で
も
、
長
く
続
け
て
い
く
の
で
あ
る（
以
下
略
）。

こ
の
こ
と
は
、
一
八
九
〇
（
明
治
二
十
三
）
九
月
と
い
う
早
い
段
階
で
下

田
が
作
詞
し
た「
春
興
」に
よ
っ
て
も
裏
付
け
ら
れ
る
。

櫻
か
つ
ち
る 

 
 

山
路
に
は

こ
ゝ
ろ
の
駒
も 

 

な
づ
む
な
り

す
ゞ
菜
花
さ
く 

 
野
の
邊
に
は

ゆ
め
の
こ
て
ふ
も 
遊
ふ
め
り

下
田
自
身
の
歌
集
『
雪
の
下
草
』
に
は
「
実
践
女
学
校
ゝ
歌
」
と
し
て
「
今

様
」に
収
め
て
い
る
。
さ
ら
に
下
田
は
同
書
で
続
け
る
。

 

此
外
、
唱
歌
、
軍
歌
、
新
體
詩
な
ど
も
、
今
様
さ
へ
充
分
に
詠
む
こ

と
が
出
來
れ
ば
、
同
じ
よ
う
な
組
立
で
出
来
る
の
で
あ
る
。
但
し
唱
歌

は
、
其
調
子
の
工
合
に
因
っ
て
、
此
處
に
強
い
詞
が
要
る
と
か
、
柔
ら

か
い
詞
が
欲
し
い
と
か
、
又
は
此
處
で
切
り
た
い
と
か
、
此
處
で
繋
ぎ

た
い
と
か
云
ふ
こ
と
が
あ
る
か
ら
、
好
く
、
作
曲
の
人
と
相
談
し
た
上

で
な
け
れ
ば
、
妄
に
作
る
こ
と
は
出
來
な
い
。

歌
詞
は
「
今
様
」
調
の
八
句
四
十
八
字
を
本
體
と
考
え
る
が
、
作
曲
は
こ

の
よ
う
に
担
当
者
と
相
談
し
た
上
で
な
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
校
歌
の
作

曲
者
は
澤
田
孝
一
で
あ
る（
別
表
）。

澤
田
孝
一
は
、
校
歌
制
定
の
一
年
前
（
一
九
〇
三
・
明
治
三
十
六
年
）
に

東
京
音
楽
学
校
を
卒
業
し
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
日
本
最
初
の
歌
劇
「
オ
ル

フ
ォ
イ
ス
」（
グ
ル
ッ
ク
作
曲
）
が
東
京
音
楽
学
校
奏
楽
堂
で
上
演
さ
れ
た
の

は
、
こ
の
卒
業
直
前
の
七
月
二
十
二
日
午
後
六
時
半
で
あ
る
。
ソ
プ
ラ
ノ
の

主
役
百
合
姫
は
後
世
に
名
高
い
三
浦
（
柴
田
）
環
で
あ
る
が
、
こ
の
時
の
合

27
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唱
バ
ス
四
名
の
内
の
一
人
が
澤
田
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
時
、
共
に
コ
ー

ラ
ス
と
し
て
参
加
し
た
山
本
（
堤
）
正
夫
が
一
九
〇
五
（
明
治
三
十
八
）
年
に

始
め
た
音
楽
専
門
雑
誌
『
音
楽
』
の
編
集
者
に
名
を
列
ね
て
い
る
こ
と
か
ら
、

将
来
を
嘱
望
さ
れ
た
若
手
音
楽
家
の
一
人
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
校
歌
制

定
の
五
ヶ
月
後
に
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
「
グ
ロ
ー
ブ
」
の
ピ
ア
ノ
独
弾
を
披

露
し
て
い
る
（
一
九
〇
四
・
明
治
三
十
七
年
十
二
月
四
・
五
日
、
静
岡
恤
兵

音
楽
会
、
同
市
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
）。
一
九
〇
八
（
明
治
四
十
一
）
年
二
月
一

日
の「
澄
月
会
演
奏
会
」で
の
澤
田
の
ピ
ア
ノ
演
奏
を
新
聞
記
事
は（
東
京
朝

日
新
聞
朝
刊
。
な
お
、
以
下
新
聞
記
事
、
広
告
の
引
用
は
「
聞
蔵
Ⅱ
ビ
ジ
ュ

ア
ル
」・「
ヨ
ミ
ダ
ス
歴
史
館
」に
拠
っ
た
。）、

澤
田
孝
一
君
の
ピ
ア
ノ
独
弾
曲
は
べ
ー
ト
ヲ
ベ
ン
の
「
フ
ァ
ン
タ
ー

ジ
ー
」、
そ
の
無
形
式
之
形
式
は
寄
せ
て
は
返
す
濱
邊
の
浪
の
幾
度
寄

せ
て
返
し
て
も
、
そ
の
音
の
変
ら
ぬ
や
う
な
旋
律
は
奇
し
く
僕
の
聴
覚

を
刺
激
し
た

と
伝
え
て
讃
辞
を
贈
っ
て
い
る
。
後
に
は
『
花
月
』（
作
歌
日
高
天

）
を
作

曲
し
、『
声
楽
教
科
書
』の
著
者
も
残
し
て
い
る
。

想
像
の
域
を
出
な
い
が
、
先
に
述
べ
た
奥
好
義
は
、
こ
の
一
九
〇
三
（
明

治
三
十
六
）
年
ま
で
華
族
女
学
校
教
授
の
任
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
澤
田
を

下
田
に
紹
介
し
た
の
は
奥
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
一
九
三
二
（
昭
和

七
）
年
十
一
月
改
詞
と
と
も
に
一
部
改
曲
し
た
の
も
、
同
じ
澤
田
の
手
に
よ

る
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
も
残
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
（
大
正
十
三
年

十
月
～
昭
和
八
年
度
ま
で
新
潟
県
新
潟
高
等
学
校
教
諭
と
し
て
在
職
）。
さ

ら
に
こ
の
校
歌
作
曲
の
後
、
下
田
と
の
共
作
『
抒
情
唱
歌 

晩
秋
』
を
出
版
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し
て
い
る
。

成
立
は
前
後
す
る
が
、
一
八
八
八
（
明
治
二
十
一
）
年
と
い
う
早
い
段
階

で
下
田
と
奥
は
共
に
華
族
女
学
校
に
勤
務
し
て
お
り
、
こ
の
頃
「
紀
元
節
」

の
一
曲
を
な
し
て
い
る（『
明
治
唱
歌
第
一
集
』大
和
田
建
樹
・
奥
好
義
同
選
、

発
行
者
宮
川
保
全
、
発
行
所
中
央
堂
）。

　

紀
元
節　

下
田
う
た
子
作
歌

　
　
　
　
　

奥　

好
義　

作
曲

　
　
　

扶
桑
の
海
に
う
か
み
で
し

　
　
　

あ
さ
ひ
の
光
さ
な
が
ら
に

　
　
　

い
ま
も
に
ほ
ひ
て
天
皇
の

　
　
　

御
旗
か
ゞ
や
く
紀
元
節

こ
の
曲
は
、
一
八
九
三
（
明
治
二
十
六
）
年
後
述
す
る
『
唱
歌
帳
』
掲
載
の

高
崎
正
風
作
歌
、
伊
澤
修
二
作
曲
の
「
紀
元
節
」
が
で
き
上
が
り
広
ま
る
頃

ま
で
歌
わ
れ
て
い
た（「
紀
元
節
の
唱
歌
明
治
二
十
五
年
に
作
ら
る
」）。

ま
た
、
す
で
に
下
田
は
奥
と『
菅
公
唱
歌
』を
共
作
し
出
版
し
て
い
た
。

下
田
の「
は
し
が
き
」に
よ
る
と
、
奥
の
依
頼
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

余 

菅
公
を
信
ず
る
こ
と
茲
に
年
あ
り 

さ
る
は 

余
が
幼
時 

祖
母

の
常
に
余
が
手
を
取
り
て
天
満
宮
に
詣
で
つ 

曰
は
る
ゝ
や
う
は 

御

社
は
即
ち
菅
公
を
斎
き
祭
れ
る
な
り 

公
は
儒
家
よ
り
出
で
ゝ
（
中

略
）、
余
は 

幼
き
頃
よ
り 

玩
具
の
如
く
作
れ
る 

公
が
土
偶
に
対

し
て
も 

深
く
尊
敬
の
意
を
払
へ
り 

余
が
小
さ
き
居
間
に
は 

常

に 

公
が
木
像
土
偶
を
祭
れ
り
き 

げ
に
人
臣
の
亀
鑑
と
し
て
は 

指

を
第
一
に
公
に
屈
せ
ざ
る
を
得
ず 

さ
れ
ば 

従
来 

我
が
国
の
古
き

34
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（
マ
マ
）

36
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習
慣
と
し
て 

寺
子
屋
に
入
る
者
は 

即
ち
先
づ 

天
満
天
神
の
社
に

詣
で
ゝ 

其
成
功
を
祈
る 

ま
こ
と
に 

良
き
風
俗
な 

そ
の
り
け
る

を 

今
は
却
り
て 

さ
る
事
真
似
ぶ
人
お
無
く 

公
を
祭
れ
る
家 

は

た
少
な
く
成
り
ぬ
る
ぞ
口
惜
し
き 

し
か
る
に 

来
三
五
年
は 

公

が
薨
後
よ
り
一
千
年
に
当
れ
る
が
故
に 

其
威
徳
を
慕
ふ
者 

挙
り

て 

祭
祀
の
大
典
を
営
ま
ん
と
す
る 

ま
た
甚
だ
よ
し
（
中
略
）
余
が

知
友
緑
の
舎 

亦
公
を
尊
崇
す
る
の
一
人
な
り 

近
頃
来
た
り
て 

余

に
唱
歌
一
編
を
賦
し 

神
徳
を 

し
て 

以
て
普
く
わ
が
国
民
に
謳
歌

せ
し
め
ん
と
す 

爰
に
至
り
て 

余
は 

余
が
不
敏
を
省
る
に
遑
無

く 

遂
に
勧
誘
に
応
じ
て
蕪
辞
を
列
ぬ
る
こ
と
爾
り

 

明
治
三
四
年
十
月 

 
 

 

作
者
誌

か
つ
て
岩
村
在
住
の
幼
少
の
頃
よ
り
、
菅
公
は
信
仰
の
対
象
で
あ
り
、
そ

れ
は
自
身
と
同
じ
「
儒
者
」
の
家
の
出
身
で
あ
っ
た
こ
と
で
一
層
強
い
も
の

に
な
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
ま
た
祖
母
と
と
も
に
参
拝
し
た
岩
村

（
巌
邑
）天
満
宮
は
、
下
田
の
記
憶
の
一
頁
に
刻
ま
れ
た
場
で
あ
っ
た
で
あ
ろ

う
。
当
時
、
名
の
あ
る
「
歌
人
」
が
歌
詞
を
担
当
し
、「
伶
人
」
と
い
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
雅
楽
師
た
ち
が
曲
を
担
当
し
た
例
は
、
下
田
の
知
友
税
所
敦

子
の
例
を
挙
げ
る
ま
で
も
な
く
大
変
に
多
い
。
宮
中
時
代
か
ら
華
族
女
学
校

で
の
関
係
か
ら
、
奥
と
の
共
作
は
む
し
ろ
自
然
の
成
り
行
き
で
あ
っ
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

下
田
と
こ
の
音
楽
家
た
ち
と
の
関
係
は
『
唱
歌
帳
』「
実
践
女
子
専
門
学

校
・
実
践
高
等
女
学
校
・
実
践
第
二
高
等
女
学
校
」
か
ら
も
窺
い
知
る
こ
と

が
で
き
る
。
収
め
ら
れ
て
い
る
曲
目
を
以
下
に
挙
げ
る
。
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（
1
）君
が
代
―
古
歌
、
林
廣
守（
奥
好
義
）作
曲

（
2
）勅
語
奉
答
―
勝
安
芳
作
歌
、
小
山
作
之
助
作
曲

（
3
）一
月
一
日
―
千
家
尊
福
作
歌
、
上
眞
行
作
曲

（
4
）紀
元
節
―
高
崎
正
風
作
歌
、
伊
澤
修
二
作
曲

（
5
）天
長
節
―
黒
川
眞
賴
作
歌
、
奥
好
義
作
曲

（
6
）明
治
節
―
文
部
省
作
歌
、
杉
江
秀
作
曲

（
7
）告
別
の
歌
―
下
田
歌
子
作
歌
、
東
京
音
楽
学
校
作
曲

（
8
）送
別
の
歌
―
下
田
歌
子
作
歌
、
東
京
音
楽
学
校
作
曲

（
9
）校
歌
―
下
田
歌
子
作
歌
、
澤
田
孝
一
作
曲

こ
れ
に
よ
る
と
、
高
崎
正
風
（
4
）
は
下
田
の
歌
の
師
で
あ
り
、
千
家
尊

福
（
3
）
は
下
田
逝
去
の
後
の
香
雪
神
社
建
立
に
も
尽
力
し
た
人
物
で
あ
る
。

上
眞
行
も
奥
と
同
年
代
に
活
躍
し
た
伶
人
（
一
八
七
四
・
明
治
七
年
式
部
寮

伶
人
、
一
八
七
六
・
明
治
九
年
宮
中
の
天
長
節
宴
会
で
の
初
の
欧
州
楽
演
奏

に
参
加
。
一
八
七
七
・
明
治
十
年
、
東
京
女
子
師
範
学
校
附
属
幼
稚
園
の
委

嘱
で
保
育
唱
歌
も
作
曲
し
て
い
る
。
日
本
で
最
初
の
チ
ェ
ロ
奏
者
と
い
わ
れ

て
い
る
）の
一
人
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
曲
作
り
の
関
係
者
が
、
皆
、
下
田
と
無
関
係
で
は
な
い
こ
と
は

注
目
さ
れ
て
よ
い
だ
ろ
う
し
、
こ
の
当
時
の
唱
歌
の
製
作
の
状
況
を
窺
い
知

る
こ
と
も
で
き
る
。
著
名
な
歌
人
や
国
学
者
が
作
詞
（
作
歌
）
し
、
伶
人
が

作
曲
を
す
る
こ
と
が
多
く
見
て
と
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
現
在
も
実
践
女
子
学
園
中
学
・
高
等
学
高
校
で
歌
い
続
け
て
い
る

「
告
別
の
歌
」（
7
）「
送
別
の
歌
」（
8
）
に
つ
い
て
、
こ
の
『
唱
歌
帳
』
に
は
、

「
東
京
音
楽
学
校
作
曲
」
と
記
載
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
二
曲
の
作
曲 40

者
は
、
橋
本
國
彦
で
あ
る
（
昭
和
九
年
六
月
五
日
依
頼
）。
い
つ
の
作
曲
か

は
現
時
点
で
は
不
明
な
が
ら
、
こ
れ
と
は
別
に
、
澤
田
孝
一
作
曲
も
あ
り
、

参
考
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
創
作
の
企
画
自
体
は
以
前
か
ら
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
下
田
が
以
前
勤
務
し
て
い
た
華
族
女
学
校
で
も
、
こ
の
よ
う
な

別
れ
の
場
で
別
れ
の
歌
を
歌
う
こ
と
に
教
育
的
な
意
義
が
見
出
さ
れ
て
お

り
、
学
校
行
事
と
唱
歌
と
が
密
接
に
結
び
つ
い
て
教
育
効
果
を
あ
げ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。

さ
ら
に
言
及
し
て
お
き
た
い
の
が「
園
歌
」で
あ
る
。

 

実
践
女
学
校
附
属
幼
稚
園
々
歌

 
 

常
盤
の
松
の 

露
う
け
て

 
 

咲
く
や
若
木
の 

稚わ
か

ざ
く
ら

 
 

朝
日
に
匂
ふ 

敷
島
の

 
 

大
和
心
の 

曇
り
な
き

 
 

ひ
か
り
を
見
せ
よ 

す
ゑ
つ
ひ
に

『
一
〇
〇
年
史
』に
よ
る
と
、「
明
治
四
十
一（
一
九
〇
八
）年
四
月
付
属
幼

稚
園
創
設
、
大
正
五（
一
九
一
六
）十
二
月
園
歌
制
定
、
昭
和
二（
一
九
二
七
）

年
幼
稚
園
廃
止
」と
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
日
本
に
お
け
る
幼
稚
園
制
度
は
、

一
八
七
六
（
明
治
九
）
年
東
京
女
子
師
範
学
校
に
附
属
幼
稚
園
が
創
設
さ
れ

る
こ
と
に
始
ま
っ
て
い
る
。
明
治
五
年
の
学
制
発
布
に
四
年
遅
れ
と
は
い
え
、

極
め
て
早
い
段
階
で
の
設
置
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
欧
米
の
フ
レ
ー
ベ
ル
主
義

幼
稚
園
を
導
入
し
た
の
で
あ
っ
た
。『
日
耳
曼 

フ
レ
テ
リ
ッ
ク
フ
レ
ヘ
ル

原
法 
幼
稚
園
保
育
術
』
に
は
「
唱
歌
ノ
要
用
」
と
し
て
、「
唱
歌
ハ
記
憶
ヲ

大
ニ
ス
ル
者
ナ
リ
」
と
説
か
れ
て
い
る
。
高
等
女
子
師
範
学
校
附
属
幼
稚
園

41
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に
残
さ
れ
る
遊
戯
図
「
幼
稚
鳩
巣
戯
劇
之
図
」
と
本
学
所
蔵
の
付
属
幼
稚
園

の
写
真
か
ら
判
断
す
る
と
、
フ
レ
ー
ベ
ル
式
幼
稚
園
の
教
育
体
系
を
そ
の
ま

ま
我
が
国
に
持
ち
込
も
う
と
し
た
と
推
測
さ
れ
る
（『
幼
稚
保
育
篇
』
に
は
、

「
著
明（

マ
マ
）ナ
ル
少
数
ノ
遊
戯
ヲ
略
記
シ
以
テ
他
ノ
遊
戯
ヲ
工
夫
ス
ヘ
キ
種
子
ヲ

與
ヘ
ン
ト
ス
」
と
し
て
「
家
鳩
」・「
鳥
ノ
巣
」
の
遊
戯
の
具
体
的
な
方
法
を

解
説
し
て
い
る
）。
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
フ
レ
ー
ベ
ル
（Friedrich W

ilhelm
 

A
ugust Fröbel

）
の
保
母
学
校
に
学
び
、
東
京
女
子
師
範
学
校
附
属
幼
稚

園
の
最
初
の
首
席
保
母
で
あ
っ
た
「
松
野
ク
ラ
ラ
」
が
、
渡
欧
す
る
下
田
を

エ
リ
ザ
ベ
ス
青
木
に
宛
て
て
紹
介
す
る
書
簡
も
残
さ
れ
て
い
る
。「
園
歌
」

に
つ
い
て
の
詳
細
は
現
時
点
で
不
明
だ
が
、
導
入
さ
れ
た
ば
か
り
の
幼
稚
園

を
開
園
し
、
当
時
の
保
母
と
幼
児
教
育
に
重
要
性
を
認
め
て
い
た
こ
と
は
今

日
的
に
も
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
し
、
早
く
も
そ
こ
に
幼
児
向
け
の

「
園
歌
」を
導
入
す
る
下
田
の
試
み
は
先
進
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ

ろ
う
。

以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
下
田
の
生
き
た
時
代
は
近
代
の
幕
開
け
の
時

代
で
あ
り
、
学
制
の
も
と
、
生
徒
が
一
同
に
歌
う
唱
歌
が
必
要
と
さ
れ
た
時

代
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
一
堂
に
会
し
て
生
徒
が
歌
う
こ
と
は
、
均
質
で
あ

る
こ
と
に
価
値
が
置
か
れ
た
近
代
的
な
労
働
力
に
回
収
さ
れ
る
な
ど
、
今
日

的
な
視
点
か
ら
見
れ
ば
、
戦
前
の
負
の
部
分
に
繋
が
る
も
の
が
あ
る
こ
と

は
否
め
な
い
。
た
だ
歌
う
と
い
う
身
体
表
現
を
と
も
な
っ
た
教
育
は
、
生
徒

に
あ
る
種
の
開
放
感
を
と
も
な
っ
た
喜
び
を
も
た
ら
す
こ
と
も
事
実
で
あ
ろ

う
。
和
歌
は
詠
む
も
の
で
あ
り
歌
う
も
の
で
あ
る
。
和
歌
は
歌
に
通
じ
る
だ

ろ
う
。
歌
人
と
し
て
の
令
名
高
か
っ
た
下
田
は
、『
古
今
集
』仮
名
序
で
示
さ

46

47

48

49

50

れ
た
よ
う
に
、
心
か
ら
発
せ
ら
れ
た
歌
の
力
を
信
じ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

前
述
し
た
以
外
に
も
下
田
作
詞
の
校
歌
は
複
数
あ
っ
た
。
和
漢
の
古
典
に

通
じ
た
下
田
に
作
詞
を
依
頼
す
る
声
は
、
学
内
学
外
を
問
わ
ず
多
か
っ
た
の

で
あ
る
。
近
時
「
巌
邑
小
学
校
」「
岩
村
高
等
実
科
女
学
校
」「
大
成
国
民
学

校
」「
阿
木
尋
常
高
等
小
学
校
」「
陶
尋
常
高
等
小
学
校
」「
久
棲（
久
須
見
）尋

常
高
等
小
学
校
」「
加
子
母
国
民
学
校
」
な
ど
の
校
歌
の
全
貌
が
明
ら
か
に
さ

れ
よ
う
と
も
し
て
い
る
。
お
お
よ
そ
五
七
調
・
七
五
調
で
作
詞
さ
れ
る
様

は
、
先
述
し
た
和
魂
洋
才
の
教
育
方
針
が
生
か
さ
れ
た
証
明
と
も
な
っ
て
い

る
。
下
田
は
近
代
化
の
た
め
の
音
楽
を
雅
な
大
和
言
葉
の
詞
で
彩
っ
た
の
で

あ
る
。

な
お
本
学
中
学
校
に
残
さ
れ
、
現
在
も
行
わ
れ
衆
目
を
集
め
て
い
る
「
メ

イ
ポ
ー
ル
ダ
ン
ス
」
は
、
音
楽
と
、
よ
り
直
截
的
な
身
体
表
現
で
あ
る
体
育

と
を
結
び
つ
け
た
女
子
教
育
の
一
つ
の
形
で
あ
る
。
も
と
も
と
は
西
洋
発
祥

の
も
の
で
あ
っ
て
も
、
良
い
も
の
は
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
い
こ
う
と
す
る

下
田
の
姿
勢
が
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
別
稿
で

考
え
る
こ
と
と
す
る
。

51
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注1	

明
治
五
年
八
月
二
日
太
政
官
第
二
一
四
号
。

2	

『
明
治
文
化
史 

九 

音
楽
演
芸
編
』洋
々
社
、
一
九
五
四（
昭
和
二
十
九
）年
。

3	

一
八
八
六
（
明
治
十
九
）
年
三
月
二
日
か
ら
四
月
十
日
に
か
け
て
公
布
さ
れ
た

帝
国
大
学
令
・
師
範
学
校
令
・
小
学
校
令
・
中
学
校
令
・
諸
学
校
通
則
の
五
勅

令（
単
行
勅
令
）。

4	

『
明
治
時
代
館
』（
小
学
館
、
二
〇
〇
五
年
十
二
月
）
に
拠
れ
ば
、
電
気
工
学
の

エ
ア
ト
ン
（
工
部
大
学
校
電
信
科
教
授
。
国
籍
英
、
雇
用
期
間
・
明
治
三
～

十
二
年
、
月
給
・
五
〇
〇
円
）、
造
幣
首
長
キ
ン
ド
ル
（
大
蔵
省
大
阪
造
幣
寮

首
長
。
国
籍
英
、
雇
用
期
間
・
明
治
三
～
八
年
、
月
給
・
一
〇
四
五
円
）、
理

科
学
教
師
で
日
本
を
海
外
に
紹
介
し
た
グ
リ
フ
ィ
ス
（
東
京
開
成
学
校
理
化
学

教
師
。
国
籍
米
、
雇
用
期
間
・
明
治
三
～
七
年
、
月
給
・
三
三
〇
円
）、
女
性

の
英
語
教
師
デ
・
ロ
イ
ト
ル
（
開
拓
使
仮
学
校
女
学
校
英
語
教
師
。
国
籍
蘭
、

雇
用
期
間
・
明
治
五
～
七
年
、
月
給
・
二
五
〇
円
）、
人
材
育
成
に
も
影
響
力

を
及
ぼ
す
ク
ラ
ー
ク
（
開
拓
使
札
幌
農
学
校
教
師
。
国
籍
米
、
雇
用
期
間
・
明

治
九
～
十
年
、
月
給
・
六
〇
〇
円
）、
地
質
学
の
ナ
ウ
マ
ン
（
東
京
開
成
学
校

地
質
学
教
師
。
国
籍
独
、
雇
用
期
間
・
明
治
八
～
十
八
年
、
月
給
・
三
五
〇

円
）、
内
科
・
産
婦
人
科
学
の
ベ
ル
ツ
（
東
京
大
学
医
学
部
教
師
。
国
籍
独
、

雇
用
期
間
・
明
治
九
～
三
十
五
年
、
月
給
・
七
〇
〇
円
）、
法
学
者
ロ
エ
ス
レ

ル
（
外
務
省
法
律
顧
問
。
国
籍
独
、
雇
用
期
間
・
十
一
～
二
十
三
年
、
月
給
・

九
〇
〇
円
）な
ど
が
そ
の
代
表
で
あ
ろ
う
。

	

明
治
初
期
の
日
本
人
の
月
給
が
、
東
京
府
知
事
三
三
三
円
、
上
級
公
務
員
・
銀

行
員
の
初
任
給
が
五
〇
円
と
さ
れ
る
の
で
、
ば
ら
つ
き
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、

当
時
か
な
り
の
高
額
月
給
を
も
っ
て
雇
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

5	

注
1
に
同
じ
。

6	
「
小
学
教
則
」
で
は
、
文
法
科
も
「
当
分
欠
ク
」
と
さ
れ
る
も
の
の
、
下
等
小
学

第
四
級
～
第
一
級
、
上
等
小
学
第
八
級
～
第
一
級
と
そ
れ
ぞ
れ
に
、
例
え
ば

「
暗
誦
ヲ
主
ト
ス
」
と
あ
る
よ
う
に
、
暗
誦
を
中
心
と
し
て
品
詞
と
活
用
の
変

年月日 年齢 事跡
明治 15. 5. 6 1 沢田敬之進の五男として生まれる（【履歴書】、【設立願】）
明治 30. 3. 16 北豊島郡巣鴨町仰高尋常高等小学校の高等科を卒業（【履歴書】）
明治 30. 4. 16 尋常中学郁文館に入学 3 年級まで履修（【履歴書】）
明治 33. 9. 19 東京音楽学校に入学
明治 36. 7. 22 東京音楽学校本科器楽部を卒業（【履歴書】、『東京音楽学校卒業生氏名録』（同校、大正 15 年 10 月）p. 

10）
明治 36. 9. 22 音楽科教員免許状を受ける（【履歴書】）
明治 37. 9. 23 私立大鳴学館（神田区駿河台南甲賀町 15 番地）に入学、英学・独逸学を学ぶ（【履歴書】）
明治 37.11.27 23 芝公園内日本女子美術学校で開催の恤兵大音楽会でピアノ・バイオリンを演奏（『読売新聞』同年 11

月 27・朝刊・1 面）、他の奏者は、巌本捷治・高折周一・吉住小三郎連中ら
明治 38. 4. 24 海上胤平に入門、和歌を学ぶ（【履歴書】）
明治 39. 4. 25 実践女学校より音楽科講師を嘱託される（【履歴書】）
明治 39. 9. 25 女子音楽園より教務担任を嘱託される
明治 41. 1.29 27 神田美土代町青年会館で開催の「澄月会」第 1 回演奏会に参加（『読売新聞』同年 1 月 12・朝刊・3 面、

『東京朝日新聞』同年 2 月 1日・朝刊・6 面）、他の奏者は、ノエル・ペリー 、島田英雄、多久寅ら
明治 43. 1. 29 音楽教育家の名鑑『楽のかゞみ』（松本楽器合資会社、同年 1 月 1日発行）に「東京実践女学校　沢

田孝一氏」として肖像写真が掲載される
明治 43. 3. 1 29 滝野川大字西ヶ原百三十四番地に沢田裁縫女学校の設立を東京府知事に出願（【設立願】）4 月、認可
大正 13.10.29 43 新潟県立新潟高等女学校教諭となる（同校校友会『呉竹』第 12 号（昭和 2 年 3 月）p. 219）以後、

昭和 8 年度まで在職（内閣印刷局（編）『職員録』）
昭和 2. 3.22 46 新潟県立新潟高等女学校の校友会誌『呉竹』第 12 号にベートーベンについての講演の速記「ベー

トホーヴエン」が掲載される（『同誌』）

【履歴書】；沢田孝一「履歴書」（東京都公文書館所蔵『文書類纂　学事』第 7 類・私立学校・第 3 巻（請求番号；629.C6.03）所収）
【設立願】；東京都公文書館所蔵『文書類纂 学事』第 7 類・私立学校・第 3 巻（請求番号；629.C6.03）

杉山節子氏 作製

別 表



(13) 実践女子大学下田歌子記念女性総合研究所 年報 第 6 号 2020. 3
116

化
の「
文
法
」へ
の
言
及
が
あ
り
、
具
体
的
な
教
育
内
容
が
示
さ
れ
て
い
る
。

7	
『
唱
歌
教
育
成
立
過
程
の
研
究
』
山
住
正
己
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
七

年
三
月
。

8	

文
部
省
布
達
第
一
三
号
。

9	

一
八
八
七
（
明
治
二
十
）
年
東
京
音
楽
学
校
と
し
て
発
展
的
に
改
組
、
後
の
東

京
音
楽
学
校
音
楽
学
部
と
な
る
。

10	

注
2
に
同
じ
。

11	

伊
澤
は
、
自
身
が
米
留
学
中
に
指
導
を
う
け
た
メ
ー
ソ
ン
（Luther W

hiting 
m

ason

）を
招
聘
し
て
お
り
、
メ
ー
ソ
ン
は「
唱
歌
集
」（
注
13
）の
選
曲
に
も
尽

力
し
て
い
る（『
国
家
と
音
楽
』奥
中
康
人
、
春
秋
社
、
二
〇
〇
八
年
三
月
）。

12	

馬
場
健
「
明
治
初
期
に
お
け
る
音
楽
教
育
の
展
望
：
伊
沢
修
二
と
音
楽
取
調
掛

を
中
心
に
」（「
哲
學
」N

o. 53
、
慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
三
田
哲
学
会
、

一
九
六
八
年
九
月
）。

13	

「
文
部
省
音
楽
取
調
掛
編
纂 

唱
歌
集 

初
編
」（
明
治
十
四
年
十
一
月
刊
行
、

文
部
省
蔵
版
々
権
所
有
）。
巻
頭
に
伊
澤
修
二
の「
緒
言
」が
載
る
。

	

凡
ソ
教
育
ノ
要
ハ
德
育
智
育
禮
育
ノ
三
者
ニ
在
リ
而
シ
テ
小
學
ニ
在
リ
テ

ハ
最
モ
宜
ク
德
生
ヲ
涵
養
ス
ル
ヲ
以
テ
要
ト
ス
へ
シ
（
中
略
）
歌
曲
数
十

ノ
多
キ
ニ
至
レ
リ
爰
ニ
之
ヲ
剞
劂
ニ
付
シ
名
ケ
テ
小
學
唱
歌
集
と
云
是
レ

固
ヨ
リ
草
創
ニ
属
ス
ル
ヲ
以
テ
或
ハ
未
タ
完
全
ナ
ラ
サ
ル
者
ア
ラ
ン
ト
雖

モ
庶
幾
ク
ハ
亦
我
教
育
進
歩
ノ
一
助
ニ
資
ス
ル
ニ
足
ラ
ン
ト
云
爾

14	

国
籍
英
・
工
部
大
学
校
造
家
学
教
師
、
雇
用
期
間
・
明
治
十
～
二
十
四
年
、
月

給
・
四
〇
〇
円
。
ジ
ョ
サ
イ
ア
・
コ
ン
ダ
ー
。

15	

『
実
践
女
子
学
園
一
〇
〇
年
史
』
学
校
法
人
実
践
女
子
学
園
、
平
成
十
三
年
三

月
。

16	

一
九
〇
一
（
明
治
三
十
四
）
年
「
中
学
校
令
施
行
規
則
」「
高
等
学
校
令
施
行
規

則
」に
は
、
中
学
校
の「
唱
歌
」は「
唱
歌
ハ
単
音
唱
歌
ヲ
授
ケ
又
便
宜
輪
唱
歌
、

複
音
唱
歌
ヲ
授
ク
ヘ
シ
」（
第
一
章
第
十
二
条
）、
高
等
女
学
校
の
「
音
楽
」
は

「
音
楽
ハ
単
音
唱
歌
ヲ
授
ケ
又
便
宜
輪
唱
歌
及
複
音
唱
歌
ヲ
交
ヘ
楽
器
使
用
法

ヲ
授
ク
ヘ
シ
」（
第
一
章
第
十
二
条
）
と
あ
る
（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
）

17	

『「
小
女
」の
社
会
史
』勁
草
書
房
、
二
〇
〇
七
年
。

18	

「
中
学
校
と
高
等
女
学
校
に
お
け
る
音
楽
教
育
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
―
音
楽
教
育
の

位
置
づ
け
と
意
義
の
変
容
過
程
―
」（
小
山
静
子
編
『
男
女
別
学
の
時
代
―
戦
前

期
中
等
教
育
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
比
較
』柏
書
房
、
二
〇
一
五
年
）。

19	

「
昭
憲
皇
太
后
が
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校
に
遺
し
た
も
の
」 

奥
田
環
、「
明

治
聖
徳
記
念
学
会
紀
要
」複
刊
第
五
〇
号
。
な
お
、「
明
治
二
十
九（
一
八
九
六
）

年
に
、
高
等
師
範
学
校
に
依
頼
し
て
御
歌
の
撰
譜
を
し
、
西
洋
風
の
旋
律
に
あ

ら
た
め
た
」
と
い
う
（
お
茶
の
水
女
子
大
学
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
。
最
終

閲
覧
二
〇
一
九
・
十
一
・
二
十
九
）。

20	

小
林
賢
太
「「
金
剛
石 

水
は
器
」
に
関
す
る
一
考
察
―
生
成
背
景
と
詠
歌
意

図
を
め
ぐ
っ
て
―
」（「
学
習
院
女
子
部
論
叢
」
第
十
二
号
、
平
成
二
十
八
年
三

月
）。

	

な
お
、「
読
売
新
聞
」は「
皇
后
宮
御
製
唱
歌 

左
の
唱
歌（「
金
剛
石
も
」「
水
ハ

う
つ
は
に
」
の
二
曲
―
稿
者
注
）
ハ
皇
后
宮
御
製
に
て
今
般
華
族
女
学
校
へ
御

下
附
相
成
た
る
由
」
と
伝
え
て
い
る
。（
一
八
八
七
年
三
月
二
十
七
日
朝
刊
、

同
三
月
二
十
九
日
朝
刊
）。

21	

宮
内
省
雅
楽
局
に
お
い
て
雅
楽
演
奏
を
行
い
、
か
た
わ
ら
洋
楽
を
習
得
。
音
楽

取
調
掛
御
用
掛
、
女
子
高
等
師
範
助
教
授
を
歴
任
。「
君
が
代
」
の
作
曲
に
も

関
わ
っ
た
（『
雅
楽
事
典
』
東
儀
信
太
郎
他
、
音
楽
之
友
社
、
一
九
八
九
年
ほ

か
）。

22	

文
部
省
唱
歌
「
お
馬
」
な
ど
で
知
ら
れ
る
日
本
初
の
女
流
作
曲
家
（『
学
習
院
女

子
中
等
科
女
子
高
等
科
一
二
五
年
史（
改
訂
版
）』二
〇
一
四
年
三
月
）。

23	

『
学
習
院
女
子
中
等
科
女
子
高
等
科
一
二
五
年
史
（
改
訂
版
）』
二
〇
一
四
年
三

月
）。

24	
注
15
に
同
じ
。

25	
拙
稿「
下
田
歌
子
の
和
歌
教
育
」女
性
と
文
化 

第
二
号
、
二
〇
一
六
。

	
な
お
、
本
学
園
校
歌
に
つ
い
て
の
音
楽
的
側
面
か
ら
は
、
本
誌
越
山
沙
千
子
の

論
考「
実
践
女
子
学
園 

校
歌
に
関
す
る
研
究
」に
詳
し
い
。
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26	

冨
山
房
、
明
治
三
十
七
年
。

27	

「
唱
歌
萃
錦 

第
二
」（
中
央
堂
、
共
益
社
書
店
）。（「
明
治
期
の
唱
歌
を
彩
っ

た
西
洋
曲 

歌
詞
一
覧
」国
立
音
楽
大
学
附
属
図
書
館
、
二
〇
〇
八
年
六
月
）。

28	
『
下
田
歌
子
著
作
集 

香
雪
叢
書 

第
二
巻
（
歌
集
「
雪
の
下
草
」）』
実
践
女
学

校
出
版
部
、
昭
和
七
年
。

29	

第
十
節
グ
レ
ッ
ク
作
曲「
オ
ル
フ
ォ
イ
ス
」の
上
演（「
歌
劇
オ
ル
フ
ォ
イ
ス
演
奏

目
次
」
東
京
音
楽
学
校
生
徒
有
志 

歌
劇
研
究
会
）『
東
京
芸
術
大
学
百
年
史
』

「
音
楽
学
校
編
」
演
奏
会
編
。
三
浦
環
は
、
こ
の
公
演
を
後
に
ふ
り
返
り
「
コ
ー

ラ
ス
は
ソ
プ
ラ
ノ
が
…
（
中
略
）
…
バ
ス
の
山
本
正
夫
さ
ん
と
澤
田
孝
一
さ
ん

が
一
級
上
で
…
」
と
証
言
し
て
い
る
（『
三
浦
環
「
お
蝶
夫
人
」
人
間
の
記
録
』、

日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
」一
九
九
七
年
六
月
。）

	

後
に
澤
田
は
「
君
が
代
」
の
レ
コ
ー
ド
も
録
音
し
発
売
し
て
も
い
る
（
ニ
ッ
ポ
ン

ノ
ホ
ン
、
発
売
年
次
不
明
（
戦
前
）、
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
、
裏
面
は
「
蛍
の
光
」。

納
所
文
子
・
田
村
操
・
納
所
辯
次
郎
、
澤
田
孝
一
歌
唱
、
澤
田
孝
一
伴
奏
。
そ

の
他
に
、
澤
田
が
伴
奏
者
で
発
売
さ
れ
た
レ
コ
ー
ド
に
は
「
梅
、
お
雛
様
、
大

寒
小
寒
」（
裏
面
は
「
敵
は
幾
萬
」）、「
四
百
餘
洲
」
な
ど
が
あ
る
。（
国
立
国
会

図
書
館
音
声
資
料
）。

30	

鈴
木
聖
子
「
科
学
」
と
し
て
の
日
本
音
楽
研
究　

田
辺
尚
雄
の
雅
楽
研
究
と
日

本
音
楽
史
の
構
築
（
東
京
大
学
、
二
〇
一
四
年
九
月
十
八
日
授
与
学
位
論
文
）、

『〈
雅
楽
〉の
誕
生
』（
春
秋
社
、
二
〇
一
九
年
一
月
）。

31	

福
本
康
之
「
日
本
に
お
け
る
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
受
容
Ⅴ
―
明
治
40
年
ま
で
の
演

奏
記
録
を
読
む
：
資
料
と
解
題
―
」（「
音
楽
研
究
所
年
報
18
」
国
立
音
楽
大
学

音
楽
研
究
所
、
二
〇
〇
四
年
一
月
）。

32	

明
治
四
十
五
年
四
月
、
姉
妹
会（
国
立
国
会
図
書
館
、
請
求
番
号
特691441

）。

33	

共
益
商
社
書
店
、
大
正
六
年
。
な
お
、
こ
の
著
書
は
朝
鮮
教
育
令
で
設
置
さ
れ

た
師
範
学
校
に
於
い
て「
認
可
音
楽
教
科
用
図
書
」に
指
定
さ
れ
て
い
る（
金
志

善
「
植
民
地
朝
鮮
に
お
け
る
中
等
教
育
と
教
員
の
実
態
―
『
日
本
近
代
音
楽
年

鑑
』と『
東
京
音
楽
一
覧
』の
資
料
を
め
ぐ
っ
て
―
。「
こ
ど
も
教
育
宝
仙
大
学
」

紀
要
2
」二
〇
一
一
年
三
月
）。

34	

松
本
楽
器
、
明
治
四
十
二
年
。
一
九
〇
九
（
明
治
四
十
二
）
年
十
月
二
十
日
東

京
朝
日
新
聞
朝
刊
に
は
「
名
曲
新
集
」
と
共
に
以
下
の
広
告
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
。出

版
界 

空
前
の
歌
曲
集
出
づ

下
田
歌
子
女
史
作
歌 

澤
田
孝
一
先
生
作
曲

「
晩
秋
」 

全
一
冊

本
書
は
空
高
く
月
冴
ゆ
る
晩
秋
の
叙
情
詩
と
玲
瓏
な
る
作
曲
せ
ら
れ
た
る

も
の
に
て
秋
期
唱
歌
資
料
と
し
て
絶
好
の
名
曲
な
り

定
価
十
五
銭　

郵
税
二
銭

発
行
所 

東
京
銀
座
松
本
楽
器
合
資
会
社

売
捌 

大
倉
書
店 

東
京
堂 

大
阪
盛
文
館

35	

下
田
の
著
書
『
和
文
教
科
書
』
と
同
じ
発
行
所
で
あ
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。

新
聞
広
告
は
、
こ
の
二
書
を
並
記
し
て
い
る
。「
東
京
日
日
新
聞
」
一
八
八
九

（
明
治
二
十
二
）
年
一
月
六
日
）。『
和
文
教
科
書
』
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
下
田

歌
子
の
『
和
文
教
科
書
』
考
」（「
女
性
と
文
化
」
下
田
歌
子
研
究
所
年
報
１
、

二
〇
一
五
）、「
続 

下
田
歌
子
の
『
和
文
教
科
書
』
考
」
実
践
女
子
大
学
下
田
歌

子
記
念
女
性
総
合
研
究
所
年
報
５
、二
〇
一
九
）が
あ
る
。

36	

「
祝
歌
は
初
め
は
一
定
し
た
も
の
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
明
治
二
十
年
ご

ろ
の『
明
治
唱
歌
』に
は
下
田
歌
子
氏
作
歌
、
奥
好
義
氏
作
曲
の『
扶
桑
の
海
に

う
か
み
で
し
…
』
と
い
ふ
紀
元
節
歌
が
の
せ
ら
れ
、
こ
の
歌
を
歌
っ
て
ゐ
ま
し

た
が
、
明
治
廿
五
年
ご
ろ
に
現
今
の
『
雲
に
そ
び
ゆ
る
高
千
穂
の
…
』
の
唱
歌

が
高
崎
正
風
氏
作
、
伊
澤
修
二
氏
作
曲
で
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。
よ
い
歌
な
の

で
、
二
十
六
年
に
各
祝
祭
日
の
歌
が
制
定
さ
れ
る
時
も
『
君
が
代
』
と
と
も
に
、

こ
の
『
雲
に
そ
び
ゆ
る
』
の
み
が
撰
に
入
り
ま
し
た
。
そ
し
て
現
在
ま
で
も
全

国
の
学
校
で
歌
は
れ
る
や
う
に
な
っ
た
の
で
す
。」（「
東
京
朝
日
新
聞
」
朝
刊
、

一
九
四
〇
・
昭
和
十
五
年
二
月
四
日
）

37	
益
世
堂
、
明
治
三
十
四
年
。

	
ま
た
、
刊
行
時
に
は
以
下
の
よ
う
な
新
聞
広
告
と
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

「
今
世
の
歌
聖
と
も
言
ふ
べ
き
下
田
先
生
が
尤
も
得
意
の
長
篇
歴
史
歌
」
と
の
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讃
辞
か
ら
は
当
時
の
下
田
に
対
す
る
高
い
評
価
の
一
端
が
窺
え
る
。

	
○
一
九
〇
一（
明
治
三
十
四
）年
十
月
十
七
日「
東
京
朝
日
新
聞
」朝
刊

	
 

「
菅
公
唱
歌
」下
田
歌
子
著
作 

奥
好
義
作
曲

	
 

 
 

 
 

 

（
定
価
六
銭
）郵
税
二
銭

此
唱
歌
ハ
今
世
の
歌
聖
と
も
言
ふ
べ
き
下
田
先
生
が
尤
も
得
意
の
長
篇

歴
史
歌
に
し
て
鮮
明
優
美
な
る
口
画
と
公
一
代
の
略
伝
を
掲
げ
た
り
作

曲
ハ
斯
道
に
名
高
き
奥
君
の
も
の
せ
ら
れ
た
る
も
の
な
れ
バ
学
校
に
家

庭
に
子
女
が
諷
歌
の
良
材
料
な
り

発
行
所 

東
京
麻
布
区
飯
倉
四
丁
目

 
 

 
 

益
世
堂

大
販
売
●
東
京
神
田
神
保
町
東
京
堂
●
同
三
省
堂

	

○
一
九
〇
一（
明
治
三
十
四
）年
十
月
十
九
日「
東
京
朝
日
新
聞
」朝
刊

●
菅
公
唱
歌 

麻
布
飯
倉
四
丁
目
益
世
堂
よ
り
発
行
す
る
同
書
ハ
下
田
歌

子
著
作
奥
好
義
作
曲
に
て
尤
も
意
を
込
め
し
歴
史
唱
歌
に
し
て
殊
に
鮮

明
優
美
な
る
口
画
と
公
一
代
の
略
伝
を
掲
げ
学
校
に
家
庭
に
子
女
が
諷

歌
に
必
須
の
も
の
な
り
と

38	

『
日
本
教
科
書
大
系 

近
代
編 

第
二
十
五
巻 

唱
歌
』
講
談
社
、
一
九
六
五

（
昭
和
四
十
）年
。

39	

実
践
女
学
校
出
版
部
、
昭
和
九
年
十
一
月
。

40	

注
15
に
同
じ
。

41	

「
第
三
章 

大
正
・
昭
和
の
東
京
音
楽
学
校
」（
文
化
会
館
音
楽
資
料
室
作
曲
委

託
関
係
資
料
）に
は
、「
備
考
」と
し
て
以
下
を
記
載
し
て
い
る
。

	

《
告
別
の
歌
》《
送
別
の
歌
》。
依
頼
状
あ
り
。
そ
れ
ぞ
れ
同
名
の
曲
の
楽

譜
（
澤
田
孝
一
作
曲
。
送
別
の
歌
は
単
旋
律
、
告
別
の
歌
は
女
声
三
部
）

が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
参
考
用
と
思
わ
れ
る
。
作
曲
者
名
は
東
京
音
楽
学
校

名
義
で
、
告
別
の
歌
は
三
部
、
送
別
の
歌
は
二
部
合
唱
を
希
望
。
謝
礼
は

一
曲
一
〇
〇
円
、
計
二
〇
〇
円
。

	

同
書
に
記
録
さ
れ
て
い
る
多
く
の
学
校
か
ら
の
謝
礼
の
相
場
が
一
曲
三
〇
円
で

あ
る
の
で
、
そ
れ
と
比
較
し
て
高
額
な
謝
礼
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

42	

下
田
歌
子
著
作
集
『
香
雪
叢
書　

第
二
巻　

歌
集
雪
の
下
草
』（
実
践
女
子
大
学

出
版
部
、
昭
和
七
年
十
二
月
）。

43	

注
15
に
同
じ
。

44	

小
笠
原
道
雄「
明
治
期（
一
八
六
八
～
一
九
一
二
）日
本
に
お
け
る
フ
レ
ー
ベ
ル

主
義
幼
稚
園
受
容
の
研
究

―
教
育
雑
誌
『
文
部
省
雑
誌
』
並
び
に
翻
訳
書
を

通
じ
て
の
考
察
（
一
）

―
」（
広
島
文
化
学
園
大
学
学
芸
学
部
紀
要
五
、

二
〇
一
五
・
三
）。

45	

大
日
本
寺
井
與
三
郎
著
述
（
大
阪
教
幼
書
房
、
明
治
廿
年
十
一
月
版
権
免
許
、

同
十
二
月
出
版
）。

46	

こ
の
点
に
つ
い
て
は
松
田
純
子
の
口
頭
発
表
「
新
選
家
政
学
下
の
巻 

第
一
章

小
児
教
養
」（
下
田
歌
子
記
念
女
性
総
合
研
究
所 

第
二
部
門
二
〇
一
九
年
度

第
一
回
研
究
会
報
告
、
二
〇
一
九
年
六
月
、
於
・
実
践
女
子
大
学
渋
谷
キ
ャ
ン

パ
ス
一
二
〇
周
年
記
念
館
）で
指
摘
さ
れ
参
考
に
な
っ
た
。

47	

本
学
図
書
館
所
蔵
写
真「
付
属
幼
稚
園
の
園
児
た
ち
」（
所
蔵
番
号1612

）。

48	

林
吾
一
編
纂
、
金
港
堂
出
版
、
明
治
二
十
年
四
月
版
権
免
許
、
同
六
月
出
版
。

49	

注
15
に
同
じ
。
本
学
図
書
館
蔵
「
ク
ラ
ラ
・
松
野
書
簡
」（
所
蔵
番
号0634

）。

一
八
九
三
（
明
治
二
十
六
年
）
九
月
九
日
。
エ
リ
ザ
ベ
ス
青
木
は
、
青
木
周
蔵

夫
人
。

50	

学
習
院
幼
稚
園
に「
修
身
の
歌
」（
一
八
九
四
・
明
治
二
十
七
年
）が
あ
る
。

51	

『
名
媛
唱
歌 

上
編
』（
楽
友
社
編
、
同
発
行
。
明
治
三
十
五
年
）
は
以
下
の
下

田
の
序
文
を
載
せ
て
い
る
。
ま
た
続
い
て
津
田
梅
子
の
序
文
も
併
せ
て
載
る
点

も
注
目
す
べ
き
だ
ろ
う
。

	
 

 

序
文

	
 

楽
の
、
人
心
に
及
ぼ
す
影
響
の
大
な
る
は
、
今
更
に
言
ふ
を
俟
た
ず
。

況
ん
や
、
こ
れ
に
和
し
て
謡
ふ
唱
歌
の
、
い
か
に
、
吾
人
の
無
限
の
感
動

を
與
ふ
る
か
は
、（
中
略
）
爰
に
今
、
楽
友
社
同
人
達
が
編
纂
に
か
ゝ
る
、

名
媛
唱
歌
は
、
古
今
名
媛
の
歌
唱
せ
ら
る
も
の
ゝ
の
う
ち
高
雅
に
し
て
、

風
教
に
裨
益
あ
る
べ
き
も
の
を
選
び
、
こ
れ
に
曲
譜
を
附
け
て
、
世
に
公

け
に
せ
ん
と
し
、
来
り
て
、
己
れ
に
、
其
の
序
文
を
請
は
る
。
己
れ
、
詞
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の
拙
き
と
、
事
の
多
き
と
を
以
て
、
無
下
に
辞
し
去
る
に
忍
び
す
。
聊
か

打
ち
思
ふ
一
節
を
記
し
て
、
巻
き
は
し
を
汚
す
事
と
は
し
つ
。

	
 

 
 

 

明
治
三
十
五
年
四
月 

 
 

下
田
歌
子

	
 

 
序
文

	
 

わ
が
欧
米
諸
国
へ
航
り
し
頃
い
ち
は
や
く
心
づ
き
た
る
は
音
楽
に
て
ぞ

あ
り
け
る
（
中
略
）
欧
米
諸
国
の
文
明
開
化
に
音
楽
の
盛
な
る
を
見
て
も

国
の
開
否
盛
衰
を
左
右
す
る
を
悟
り
得
べ
し
、（
中
略
）
頃
日
此
の
道
の

専
門
家
が
集
り
て
斯
道
の
片
た
よ
り
に
も
と
と
て
著
さ
れ
た
る
唱
歌
集
の

こ
ゝ
ろ
の
あ
ま
り
う
れ
し
く
覚
ゆ
る
ま
ゝ
よ
そ
ご
と
ゝ
は
思
ひ
な
が
ら
よ

く
世
に
用
ゐ
ら
れ
む
こ
と
を
巻
の
首
に
一
筆
し
る
し
と
ゞ
め
つ
。

	
 

 
 

 

明
治
三
十
五
年
四
月 

 
 

津
田
梅
子

52	

鈴
木
隆
一
・
田
口
修
（
下
田
歌
子
記
念
女
性
総
合
研
究
所
第
一
部
門
二
〇
一
九

年
度
第
一
回
研
究
会
報
告
資
料
、
二
〇
一
九
年
九
月
、
於
・
実
践
女
子
大
学
日

野
キ
ャ
ン
パ
ス
本
館
）。

	

な
お
、
水
崎
富
美
は
、
明
治
後
期
に
確
立
し
た
近
代
校
歌
は 

①
教
育
の
方
針
、

訓
育
的
要
素 

②
土
地
、
郷
土
の
山
河
、
自
然
、
風
景 
③
土
地
、
学
校
の
歴
史

を
構
成
要
素
と
す
る
と
指
摘
し
て
い
る
（「
研
究
室
紀
要
」
第
二
十
六
号
、
東
京

大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
教
育
学
研
究
室
、
二
〇
〇
〇
・
七
）

 

本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
、
奥
島
尚
樹
、
小
野
博
子
、
杉
山
節
子
、
鈴
木
真
知
子
、

関
登
美
子
、
土
手
多
喜
子
、
山
上
卓
夫
の
各
氏
に
格
別
の
ご
高
配
を
賜
っ
た
。
記
し

て
深
甚
の
謝
意
を
表
し
ま
す
。

（
く
ぼ
・
た
か
こ
／
下
田
歌
子
記
念
女
性
総
合
研
究
所 

専
任
研
究
員
）
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Utako Shimoda and Music Education

KUBO Takako

During the turbulent Meiji period, the whole nation of Japan sought to westernize itself. Its modern 
education was to be built on the exploratory path of this period, which can be dubbed the modernization 
of Japan. The “Education System” promulgated in January 1872 was based on the high aspiration that 
“universities, junior high schools, and elementary schools are to be set up across the country to educate 
the whole nation regardless of the social status and gender”. In regard to music education, however, the 
plan of “singing at elementary schools and playing musical instruments at junior high schools” initiated 
as teaching subjects was subject to the provision “However, they will not be implemented for the time 
being” so that the teachers could not immediately start teaching or prepare textbooks (music scores). 
Neither was there any arrangement to provide musical instruments. In fact, Japan finally saw the dawn of 
music education when the Music Research Center (Ongaku Torishirabegakari) was established in 1879 
(Meiji 12). According to “the Prospects of the Music Research Center”, “the music education at schools 
should be unique to Japan, combining the strengths of both western and Japanese music without leaning 
on either type of music” and it was premised on the creation of “national music” suitable for the newborn 
Meiji Japan. Thus, with the promulgation of a series of school ordinances in 1886 (Meiji 19), the music 
education that combined both Japanese and Western music was also to develop, and Utako Shimoda 
would become responsible for the modern education for girls at the Peeresses’ School. 

Gagaku, which was originally the music for the ritual ceremonies of the Imperial Court during the 
Heian period, also went through significant reforms. The Japanese-Western eclectic singing education 
was also developed by this time, when the performance of western music had already become permanent 
,with the Department of Gagaku being placed under the Great Council of State in Meiji 3 (1870); “Songs 
Authorized by the Ministry of Education” (Songs to be sung at elementary schools) was published in May, 
1910(Meiji 43). Utako Shimoda wrote song lyrics herself, including “Kanko Song” and “Late Fall”, and 
most of the composers of the songs were “Reijin” (court musicians) from the Department of Gagaku. 
The songbooks of the Jissen Women’s Vocational School, the Jissen Women’s High School, and the Jissen 
Women’s Second High School are still preserved today, and we can see the levels of the singing education 
given at those schools. Such music education was also to develop widely in close connection with the 
physical education aimed at gaining fitness. 

Alongside the historical context of the reforms in music education, this paper attempts to examine 
the life of Utako Shimoda who literally lived for women’s education as she changed her career path from 
a court lady and a poet of the Imperial Palace, which went through major reforms for the first time since 
the Heian period, to a supervisor and a professor of the Peeresses’ School and experienced an inspection 
tour of Europe and the US. 


